
◆何ができるようになるか（教科・科目の目標）

〇観点別学習状況の評価の組み合わせと評定（概ね次の表のとおりとする）

◆何で学ぶか（教材等） ◆どのように学ぶか（授業方法、学習方法）

ＣＣＣ

教科書：　深進数学Ⅰ　改訂版（啓林館）
問題集：　Focus Gold　Smart　数学Ⅰ＋A（啓林館）
　　　　　類比方式による数学ⅠＡ問題集（九数教）

学科

○授業は教科書中心の内容とし，復習・定着を図る。また，
　実力養成のため，副教材を利用したレポート等を課す。
○予習・授業・復習の学習サイクルの確立と思考過程を大切
　にした学習習慣の確立を目指す。

評価規準

数学Ⅰの「数と式」「２次関数」
「図形と計量」「データの分析」
などにおける基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解してい
る。また、それらの知識をもと
に、事象を数学的に表現したり、
目的に応じて正確に計算や処理を
行ったりする技能を身に付けてい
る。

問題解決に向けて、事象を数学的
な視点で捉え、これまでに学習し
た知識や技能を活用しながら、論
理的・統合的・発展的に考察して
いる。また、その考察の過程や導
き出した結果を、数式、図表、言
葉などを用いて、他者に簡潔・明
瞭かつ的確に表現している。

数学のよさや実用性を認識し、自
らの学習状況や理解度を客観的に
把握している。さらに、問題解決
の過程を振り返り、つまずいた箇
所を見直したり、新たな問いを見
出したりしながら、より深い理解
に向けて自ら調整し、粘り強く学
習に取り組もうとしている。

得点率観点別学習状況の評価

１００～７０Ａ

６９～４０Ｂ

３９～０Ｃ

教科名

数学的に物事を考える力を育成することは実社会においても物事を正しく捉えたり、考えたりすることができることにつなが
る。今後、更に複雑な社会になることを考えれば数学的に正しく捉え、論理的に筋道を立てて考えていく能力を身につけるこ
とが各自の豊かな人生につながると考え、以下の項目を目標とする。
　　①基礎・基本の定着　　　　　　　②計算力の向上　　　　　　　③考えることを楽しむことができる生徒の育成
　　④自ら課題を設定し、疑問点や弱点の克服に自分で取り組んでいける力の育成
　　⑤深い理解・正しい理解を常に求める生徒の育成

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度

普通・フロンティア 科

数学Ⅰ 単位数（週当たりの授業時数） 4 単位

数学 履修学年 1 年

（科目名）

評価方法
・定期考査
・単元テスト

・定期考査
・単元テスト
・グループワーク

・自己評価、提出物
・授業への取り組み

1

評価の組み合わせ 評定

ＡＢＣ  BＢB　

ＢＢC　(ＡCＣ)

ＢＣＣ

3

2

ＡＡＡ

ＡＡＢ

ＡＢＢ　(ＡＡＣ)

5

4



◆いつ、何を学ぶか（学習計画・内容）

○数と式【Ⅰ】

○集合と命題【Ⅰ】

○２次関数【Ⅰ】

○図形と計量【Ⅰ】

○図形と計量【Ⅰ】

○データの分析【Ⅰ】
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時期

１月

思考・判断・表現知識・技能
学習内容

評価方法

主体的態度

単元テスト

単元テスト

期末テスト

単元テスト

単元テスト

期末テスト

授業態度
発表

自己評価
レポート等

２月

３月

単元テスト

単元テスト

単元テスト

期末テスト

単元テスト

単元テスト

単元テスト

期末テスト

授業態度
発表

自己評価
レポート等


